


概 要

1. 海上保安協力員連絡会議開催状況

令和 3 年度は、 長引く新型コロナウイルス（オミクロン株） 感染拡大を受

け、いくつかの地方本部及び支部が会議開催を断念せざるをえな い状況ではあ

ったが、各地域における感染状況を慎重に見極めつつ、政府、地方公共団体が

発出する指針等に従い、感染防止対策に万全を期したうえ、管区海上保安本部、

各海上保安部署の指導 ・ 協力のもと、 別紙「会議開催支部・地区一覧Jのとお

り、 全冨23箇所の海上保安協会地方本部 ・ 支部で開催し、 各海上保安協会地

方本部 ・ 支部職員の他、112名の海上保安協力員、125名の海上保安部署職員

（管区本部職員を含む）の参加を得、各支部における海洋環境保全 ・ 海上防犯

等の 現況の説明、海上保安協力員からの活動状況の報告、海上保安協力員の活

動全般にかかる意見交換等を実施した。

なお、 上記のとおり会議開催が困難な支部（ 2カ所 ）にあっては、 相互の意

思疎通を図るとともに、現下の海上保安情勢に関する情報等を共有することに

より、今後の円滑な活動推進に資するため、 管区海上保安本部、各海上保安部

署の協力を得て資料を作成して各協力員等に配付するなど、書面会議を開催し

た。

2. 海上保安協力員の活動状況

令和3年度は、当協会沖縄地方本部と全国108の支部に配置された合計788

名の権上保安協力員の活動回数が延べ10441回を数え、これら海上保安協力

員からの不審事象等にかかる通報件数は合わせて 352件、 うち検挙に結びつ

いた通報件数は 8件で、あった。

殊に、令和3年は、7月から9丹までの問、 第32回 オリンピック競技大会

(2020東京） 及び東京2020パラリンピック競技大会が開催され、 一部の競

技施設、 会場等が、京浜港東京芭ほか臨権部に設定されたため、 海上保安協

力員は 管轄の海上保安部署と連携を強化し、 海上テロ等の未然防止のため、
、

危機意識の共有と情勢の把握及び活発な情報交換を行った。

(1）検挙に結びつ いた通報の事例

－令和3年6月、 海上保安協力員が山口県内の港湾における廃棄物投棄

情報を入手。 日々の生活に併せ 現場を確認して いたところ、 港内海域








